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近
世
城
下
町
と
し
て
栄
え
た
館
林
。
そ
こ
に
は
数
々
の
文
化
が
育
ま
れ
、

町
や
村
の
寺
社
に
は
、
信
仰
の
対
象
と
な
る
仏
像
や
絵
馬
な
ど
が
今
に
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

近
代
に
な
る
と
、
田
山
花
袋
・
小
室
翠
雲
・
藤
野
天
光
・
藤
牧
義
夫
な
ど

多
彩
な
才
能
を
持
つ
芸
術
家
た
ち
が
次
々
と
誕
生
し
、
多
く
の
作
品
を
残

し
て
き
ま
し
た
。

人
び
と
が
織
り
な
し
て
き
た
館
林
の
文
化
と
芸
術
を
凝
縮
し
た
一
冊
で
す
。

●第16回配本
特別編第７巻　
館林の文化と芸術
B５判　550ページ（オールカラー）
3,000円

『館林市史』は、通史編３巻・特別編７巻・資料編６巻の
全16巻を刊行しました。館林の自然、歴史、民俗など、
さまざまな分野から、特色ある文化遺産を紹介し、未来
へ伝えていきます。今後は別巻を刊行予定です。

『館林市史』特別編第１～６巻、資料編、通史編、別巻

＜下地写真：三瓶昭蔵《夏の城沼》（部分）館林市役所所蔵＞

頒布窓口：下記でご購入できます。

■館林市史購入のご案内

お申し込み方法

館林市史
刊行案内

◆郵送の場合
遠隔地の方は郵便振替による購入ができます。
電話・FAX・Eメールで下記にお申し込みください。

〒 374-0018　群馬県館林市城町 2-3( 館林市第二資料館内 )

館林市史編さんセンター
TEL･FAX 0276-76-7651

E-mail　shishihensan@city.tatebayashi.gunma.jp

刊行書名 内容予定

通史編
◆1館林の原始古代・中世
◆2近世館林の歴史
◆3館林の近代・現代

特別編

◆第１巻　館林とツツジ　頒布終了
◆第２巻　絵図と地図にみる館林（DVD版）
◆第３巻　館林の自然と生きもの 
◆第４巻　館林城と中近世の遺跡
◆第５巻　館林の民俗世界
◆第６巻　館林の町並みと建造物
◆第７巻　館林の文化と芸術

資料編

◆１原始古代＜館林の遺跡と古代史＞ 
◆２中世＜佐貫荘と戦国の館林＞　頒布終了
◆３近世Ⅰ＜館林の大名と藩政＞  
◆４近世Ⅱ＜館林の城下町と村＞
◆５近現代Ⅰ＜近代館林の歩みと社会＞
◆６近現代Ⅱ＜鉱毒事件と戦争の記録＞

別　巻
◆市制施行60周年記念　写真で見る館林
◆普及版　館林の歴史
◆館林の寺社と史料

場　　所 取り扱い
館林市史編さんセンター
（館林市第二資料館内）
館林市文化会館
館林市役所総合案内（１階） 月～金曜日
田山花袋記念文学館
向井千秋記念子ども科学館

休館日（月曜・祝日
の翌日）を除く

館林市立図書館
館林市第一資料館

休館日（月曜・祝日
の翌日・月末整理
日）を除く

群馬県立館林美術館ミュージアムショップ

休館日（月曜・祝日
の翌日）を除く
※一部展示替による
臨時休館日を除く

館林市内の書店／館林市内の公民館

特
別
編
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巻
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と
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術

発
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の
ご
案
内



第
一
章
で
は
、
館
林
の
大
名
家
に
伝
わ
る
品
々
や
、
藩
士
や
町
・
村
で
広
ま
っ
た
学
問
や
文
芸
、
日
本
刀
な
ど
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
第
二
章
で
は
、
寺
社
の
建
築
・
仏
像
・
絵
画
・
絵
馬
な
ど
、
寺
社
に
伝
わ
る
文
化
財
等
を

紹
介
し
ま
す
。
第
三
章
で
は
、
近
代
・
現
代
に
活
躍
し
た
画
家
・
書
家
・
彫
刻
家
・
作
家
な
ど
に
焦
点
を
当
て
、

人
物
を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。
第
四
章
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
施
設
や
人
び
と
の
活
動
の
歩
み
な
ど
、
現
代
へ

と
続
く
文
化
と
芸
術
を
幅
広
く
紹
介
し
ま
す
。

小室翠雲作《邑楽公園躑躅ヶ岡之図》
（館林市立資料館所蔵）

彫刻の小径

＜下地写真：館林紬＞

特
別
編
第
７
巻「
館
林
の
文
化
と
芸
術
」の
構
成

第
一
章	

館
林
城
と
城
下
町
・
村
の
文
化

大
名
と
藩
士
が
育
ん
だ
文
化
　
大
名
家
に
伝
わ
る
文
化（
榊
原
家
・
徳
川
綱
吉
・
越
智
松
平
家
・
秋
元

家
）／
館
林
藩
の
藩
校
と
学
問（
藩
校
道
学
館
な
ど
）／
藩
士
が
伝
え
た
文
化（
石
川
直
幹
・
山
田
音
羽

子
な
ど
）

城
下
町
と
村
に
伝
わ
る
文
化
　
城
下
町
と
村
の
学
問（
潮
音
禅
師
・
荒
井
静
野
な
ど
）／
地
方
文
芸
の

芽
生
え
と
広
が
り（
建
部
綾
足
・
芭
蕉
句
碑
な
ど
）

館
林
ゆ
か
り
の
日
本
刀
と
鐔
　
館
林
ゆ
か
り
の
刀
工（
上
州
館
林
住
輝
吉
な
ど
）／
秋
元
家
と
水
心
子

一
門
／
館
林
ゆ
か
り
の
鐔
工（
上
州
館
林
住
正
良
な
ど
）

第
二
章	

信
仰
が
も
た
ら
し
た
文
化

寺
社
建
築
　
館
林
地
域
の
寺
社
建
築
の
特
徴
／
近
世
の
寺
社
建
築（
雲
龍
寺
・
常
楽
寺
・
普
済
寺
・
遍

照
寺
・
法
輪
寺
・
茂
林
寺
・
上
早
川
田
雷
電
神
社
）／
館
林
地
域
の
寺
社
彫
刻

寺
社
に
伝
わ
る
文
化
財
　
仏
像（
常
光
寺
／
善
導
寺
／
常
楽
寺
／
千
代
田
町
宝
林
寺
な
ど
）／
寺
院

ゆ
か
り
の
絵
画（
覚
応
寺
／
遍
照
寺
／
茂
林
寺
な
ど
）／
金
工
品（
寺
院
梵
鐘
な
ど
）・
石
造
物（
中
世

板
碑
）

絵
馬
と
北
尾
重
光
　
館
林
の
神
社
や
寺
院
に
伝
わ
る
絵
馬（
尾
曳
稲
荷
神
社
狐
図
な
ど
）／
北
尾
重

光
と
特
色
あ
る
絵
馬（
館
林
城
絵
馬
・
大
工
図
な
ど
）

第
三
章	

近
代
・
現
代
の
文
化
を
担
っ
た
人
び
と

近
代
・
現
代
の
絵
画
と
書
　
日
本
画
・
南
画（
岸
浪
柳
溪
・
小
室
翠
雲
・
岸
浪
百
草
居
な
ど
）／
洋
画

（
石
井
清
夫
・
橋
本
健
次
郎
・
三
瓶
昭
蔵
な
ど
）／
版
画（
藤
牧
義
夫
）／
書（
川
田
龍
峰
・
関
口
虚
想

な
ど
）

近
代
・
現
代
の
彫
刻
と
工
芸
　
彫
刻（
藤
野
天
光
）／
工
芸（
塚
田
秀
鏡
・
館
林
紬
）

近
代
・
現
代
の
文
芸
と
学
術
　
小
説
・
紀
行
文
・
童
話（
田
山
花
袋
・
松
美
佐
雄
な
ど
）／
俳
句
・
短
歌
・

川
柳（
荒
井
閑
窓
・
ぬ
か
る
み
俳
句
会
な
ど
）／
さ
ま
ざ
ま
な
芸
能（
楽
曲
・
演
芸
・
映
画
な
ど
）／
学

術
・
郷
土
史（
館
林
関
連
の
学
者
・
郷
土
史
家
な
ど
）

第
四
章	

未
来
へ
つ
な
ぐ
館
林
の
文
化

館
林
の
文
化
の
歩
み
　
文
化
協
会
と
文
化
活
動
の
広
が
り（
館
林
市
文
化
協
会
の
歩
み
な
ど
）／
館
林

の
文
化
の
拠
点
と
歩
み（
群
馬
県
立
館
林
美
術
館
・
彫
刻
の
小
径
な
ど
）

文
化
を
つ
な
ぐ
人
び
と
　
文
化
の
創
造
と
広
が
り（
現
代
に
活
躍
す
る
芸
術
家
な
ど
）／
新
世
代
文
化

の
発
信（
ア
ニ
メ「
宇
宙
よ
り
も
遠
い
場
所
」な
ど
）

文
化
財
の
継
承
と
日
本
遺
産
　
文
化
財
を
守
り
・
伝
え
る
／
日
本
遺
産「
里
沼
」文
化
を
未
来
へ

館林市指定重要文化財　
ジョン・ウィルヘルム・ウェイマン著
植物彩色図（館林市立資料館所蔵）

北尾重光作　大工図（足次町赤城神社所蔵）


